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れと同じだけ，「自分が浅い知識で助言して良
いのだろうか？」と不安に思いました。もし，
ここで言った事が背中を押すことになったら，
足を引っぱることになったら，その結果を受け
止められるだろうかと考えてしまいました。
　夢を叶えて教師になれたとして，進路指導な
ど出来るのかとても怖くなりました。教員にな
るのが夢になった時は良い影響になる人という
のを漠然と考えていましたが，実際にその疑似
体験のような状態になって言えたことは「たく
さん悩んで」ということだけでした。生徒の夢
の叶え方にはいくつか方法を思いつきました
が，どれ一つとして自分が体験した方法ではあ
りませんでした。どんなときに苦労して，どう
やって解決できるのか全く知りませんでした。
自分の知識は足らないことだらけであることを
生徒に指摘されたように思えました。
　大学に持ち帰って話し合いの場で題材にした
時，今の自分の知りえる範囲で答えてよい。そ
れを利用するのもしないのも生徒自身であると
いう結論にいたりました。確かに相談するとき
は結論の後押しをして欲しいというのが大抵
で，本当に決めて欲しいというのは極一部で
す。しかし，その結論を言えるのは相談された
事へ多くのリスクや色々な見方で答えられたと
きだけではないかと思います。生徒にとって必
要な教師は教科についてのプロであり，そして
自分の先を生きている人なのではないかと考え
ました。先生は学力をつける人である前に先輩
である。生徒より先に色々な事を見て，聞いて
知っている人である。
　ここまで教師になる事への不安を述べてきま
したが，決して諦めたいとは思いません。それ
は，たった5回の活動の中で生徒が見せてくれ
た“分かった瞬間の笑顔”や“必死に考えてい
る表情”を一番近くで支えたいという思いが一
層強くなったからです。一生懸命話してくれた
夢を応援できるように色々な体験をしなければ
いけないと改めて教えられた活動でした。一緒
に勉強させていただいて，ありがとうございま
した。
